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下:黄金の水
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CgJ甘冬から春

かなまち金町こかぶ

U〃7TT

＼………　ｙＡＳに/1
71iiこ:

明治末に金町（葛飾区）で改

良された、春も栽培がしやす

い小かぶ。ｶゝつて金町一帯で

盛んに生産された。根は皮が

薄く、きめ細やかな肉質。葉も

くせがなくやわらかい。

かめどだいこん
亀戸大根

J

　゛【
回

ぶ県

した歯ざわりと上品

な甘さが引き

立つ。

　て育てる「軟白うど」は

、

　明治に入ってから生産さ

　れるようになった．
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「
京
野
菜
」
や
「
加
賀
野
菜
」
と
同
じ
よ
う
に
、

か
つ
て
東
京
に
も
風
土
に
根
ざ
し
た
個
性
豊
か
な

野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
後

の
高
度
経
済
成
長
に
伴
っ
て
東
京
は
急
速
に
都
市

化
が
進
み
、
都
民
の
食
生
活
を
支
え
る
農
業
も
、

犬
き
く
そ
の
姿
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
犬
量
生

産
、
大
量
消
費
を
満
た
す
た
め
、
収
穫
量
が
多
く
、

病
気
や
害
虫
に
強
く
、
栽
培
し
や
す
い
品
種
な
ど

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
手
間
が
か
か
っ
た

り
、
好
み
が
分
か
れ
る
個
性
的
な
伝
統
野
菜
は
、

次
第
に
敬
遠
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

か
つ
て
は
農
家
が
自
分
た
ち
で
野
菜
の
種
を
と
っ

て
、
そ
の
種
を
ま
い
て
い
ま
し
た
が
、
晶
質
や
収

穫
量
が
安
定
し
な
い
と
い
っ
た
苦
労
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
生
産
・



しんとり菜

中国から伝わった唐（人）菜の

若どり野菜。芯を摘み取って汁

物などに使ったことからこの名が

ついた。「ちりめん白菜」とも呼

ばれ、昭和半ばまで、葛飾区･

江戸川区で盛んに栽培された。

「江戸東京野菜」は､江戸時代から昭和30年代ころまで､江戸･

東京でつくられていた伝統野菜で、自家採種によって栽培され

てきた固定種をさします。一年中流通する野菜と違って“旬ll

があり、江戸・東京の食文化を育んできた野菜でもあります。

JA東京中央会はプランド化をめざして、2011年に「江戸東狸避束京握栗
hup://www.edotokyo-yasai.jp/京野菜」を商標登録し、22品目を認証。さらに翌2012年に

　　　　　　　　　　　　　も８品目を追加認証しました。小金井市では、現在、１２品目

　　　　　　　　　　　　　の「江戸東京野菜」が市内の農家によって栽培されており、さ

　　　　　　　　　　　　　らに栽培の担い手を増やしていくための努力を続けています。
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　紅逞竺で戌苔

幕末に伝わった長い西洋種

の人参から、西馬込（大田

区）の篤農家による品種改

良で生まれた、長さ10cm

ほどの小ぶりの人参。香リ

がよくやわらかで、生食に
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のらぼう菜

江戸中期に菜種油をとるために種が

配られ、秩父・多摩地方で広く栽培

されたナバナの一種。その若菜がの

らばう菜。寒さに強く、飢顔の年に

人命を救ったとされる。

昏
・
・
・
・
・

ゆ
・
参
・
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てらじま
寺島なす

・
・
・
・
・
４
励

寺島村と呼ばれた東向島（墨

田区）周辺は、かつてなす

の産地として知られた。寺

島なすは、鶏卵ほどの小ぶ

りのものがおいしいとされ

る。なす特有の香りｶざ豊か

で、油料理と相性がよい。
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流
通
管
理
が
し
や
す
い
人
工
的
に
開
発
さ
れ
た
Ｆ

Ｉ
品
種
。
の
野
菜
が
市
場
の
多
く
を
占
め
る
よ
う

に
な
り
、
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
野

菜
は
、
次
第
に
姿
を
消
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
江
戸
・
東
京
で
育
て
ら
れ
て
き

た
伝
統
的
な
野
菜
が
滅
び
て
し
ま
う
ー
－
そ
ん
な

危
機
感
か
ら
、
１
９
８
０
年
代
末
以
降
、
都
内
各

地
で
わ
ず
か
な
が
ら
も
江
戸
・
東
京
の
伝
統
野
菜

を
復
活
さ
せ
る
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
う
し

た
兆
し
に
対
応
し
、
地
域
お
こ
し
の
一
環
と
し

て
、
「
江
戸
東
京
野
菜
」
の
復
活
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
だ
の
が
小
金
井
市
で
し
た
。
２
０
０
５
年

に
江
戸
束
京
野
菜
で
小
金
井
市
を
元
気
に
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
誕
生
し
、
２
０
０
７
年
１
月
に
は
、

「
江
戸
東
京
た
て
も
の
園
」
で
「
江
戸
野
菜
で
味

わ
う
小
正
月
」
を
開
催
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
同

じ
年
の
秋
に
は
「
江
戸
東
京
野
菜
を
昧
わ
う
」
フ
ェ

ア
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
後
も
、
市
内
で
生
産
さ
れ

た
江
戸
東
京
野
菜
を
用
い
た
料
理
敦
室
や
、
市
内

の
飲
食
店
が
江
戸
東
京
野
菜
の
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意

す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
毎
年
、
春
と
秋
に
江

戸
東
京
野
菜
を
用
い
て
農
業
と
商
業
が
連
携
し
た

地
域
の
活
性
化
イ
ペ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

※FI品種…エフワン、一代交雑種




